
に文献上では記載があるが、具体

的にどのようなやきものなのか、

はっきりと実体のわからないもの

もある。

実体のわからないこうしたやき

ものを知るためには、遺跡の調査

によって発見されたやきものを見

直してみることが大事である。桃

山時代のやきものを抽出すれば、

古清水や仁清につながるものを見

つけだすことができるかもしれな

い。

最近の発掘調査によって桃山時

代のやきものが大量に発見され、

そのなかに京焼も含まれているこ

とかわかってきた。また古清水や

仁清の前身とはっきり確定はでき

ないが、桃山時代に京都で作られ

たやきものの一群があることは事

実である。それを紹介してみよう。

桃山時代の京都で作られたやき

ものを我々は、今のところ、施釉

軟質陶器と総称している。楽茶碗

もこの中に含まれ、素地はがさつ

いた粗い土で小砂粒を含み、あま

り焼きしまっておらず軟質である。

赤褐色から橙色のものが多く、一

部に灰色から灰黒色がかったくす

べ焼状のものもある。このような

素地に施釉された一群のやきもの

を初期の京焼と呼ぶことにしてい

る。

作り方は「ロクロ挽
び

き」のもの

もあり、「てびねり」のものもある。

どこでこの技術を知り得たのであ

ろう。

古清水や仁清の上絵付が江戸時

代前期（17 世紀）に現われるのは

あまりにも唐突である。前提にな

る何かがあるはずである。仁清以

前のやきものと何か連なりがある

はずである。

もちろん、古清水や仁清以前に

京都で焼かれたやきものがなかっ

たわけではない。楽
らくやき

焼・押
おし

小
こう

路
じ

焼
やき

・

粟
あわ

田
た

口
ぐち

焼
やき

などがあり、楽茶碗のよ

うに長次郎から始まり、茶器とし

てかなり実体のわかっているもの

もある。しかし、押小路焼のよう

初期の京焼といえば、古
こ

清
きよ

水
みず

や

仁
にん

清
せい

・乾
けん

山
ざん

の多彩な色絵のやきも

のを誰しもが想い起こす。日本の

中世のやきものと比べれば、ずい

ぶんとあでやかで色彩豊かなやき

ものである。日本のやきものの歴

史で、これほど完成された領域に

達しているものはなかったであろ

う。

江戸時代初期の陶工、野々村仁

清は一体どこでこの技術を会得し

たのであろう。五彩といわれる色

彩豊かな上
うわ

絵
え

付
つけ

の技術は、中国で

はかなり新しい時代、明代になっ

て生み出されている。仁清はいつ、

土器・瓦６
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伏見城周辺や洛中の各所から発見

されている。てびねりのもので有

名な茶碗が楽茶碗である。また、

作り方はロクロ挽きであるが、釉

調が楽茶碗によくにているものも

ある。ほかにロクロ挽きでつくら

れ、緑彩がある茶碗もある。

これらのやきものが京都で作ら

れていたことは、窯道具のサヤ鉢

や未製品のやきものが洛中の発掘

調査で発見されたことでわかる。

サヤ鉢の破片には内側に緑彩が付

着しているものもある。また、未

製品は白泥が施されたままで釉を

かけて焼かれた痕跡はない。これ

らのやきものは小規模で手軽な内

窯で焼かれたと考えられる。

この時代のやきもので最も特徴

的なものは、緑彩のある茶碗であ

る。作り方はロクロ挽きで、器形

は半筒茶碗・小振りの茶碗・天目

茶碗などがある。内面は黒釉を施

し、外面は白泥をかけた後に透明

釉を施すが、緑彩を施す段階が透

明釉のかけた前か後かはまだわ

かっていない。釉は黒釉・透明釉

とも鉛を含ませて融点を下げた鉛

釉系統のものである。出土量はそ

れほど多くないが、洛中では各所

から発見され、かなり一般的なも

のである。

この緑彩のある茶碗の特徴の一

つに白泥をかけることがあげられ

る。白泥は中国の陶磁器には古く

から一般的な技法としてもちいら

れてきたが、日本のやきものでは

これが初源である。素地の色を白

でおおい、白地に色彩を施すこと

によって従来の色感を越えるあで

やかな色合いを出すことができた

のである。この初期京焼が中世の

やきものに比較して、色彩感覚あ

ふれるのは白泥によるところが大

きい。

この緑彩をよくみてみると、色

をつけている筆の痕跡が認められ

る。筆で緑彩されているが、緑彩

の釉垂れは口縁の方に向かってい

る。緑彩された後に、口縁を下に

して置かれたことを示している。

緑彩が釉の下にあるのか、釉の

上にあるのか議論が分かれるとこ

ろである。釉の上にあれば上絵付

につながることも考えられ、古清

水や仁清の上絵付を理解するうえ

で示唆的である。

これらのやきものがストレート

に古清水や仁清につながらないの

はもちろんである。しかし、白泥

をかけ、単色ではあるが筆で色彩

を施していることは、ほんのわず

かな一脈ではあるが、古清水や仁

清の製品につながる要素としてみ

ることができる。

また、楽茶碗以外の茶碗が京都

で生産されていたことは間違いな

く、これらのやきものを初期京焼

として認知して出発することは、

京焼のこれからの研究にとって重

要なことである。

緑彩のある茶碗の外面（写真上）と内面（写真下）


